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1．はじめに
我が国の漆産業が使用する漆の 95% 以上は中国から
の輸入であり，中国における漆産業と密接な関わりがあ
る。これまで日本の業界関係者や中国関係者の管理努力
により，中国産漆の品質向上，供給量の安定化が図られ
てきた。しかし，現在では，中国の経済成長と共に，漆
掻き職人の人数が減少傾向にあり，中国産漆の生産量の
低下という新たな問題点が浮き彫りとなってきている。
現在，5年前の漆の価格と比較して，値段が 1.5 倍にま
で上昇しており，今後も上昇傾向にある。その中におい
て，輸入される漆の品質・価格を調査することは，京都
を含む日本の漆産業全体にとって必要不可欠なことであ
る。そこで，定期的に中国における漆の植栽状況，漆掻
き職人の状態を調べ，漆の品質を分析することが必要と
なる。
これまでに，過去 6回（1991 ～ 1996 年に 5 回，2011
年に 1回）にわたり中国漆産地の調査を行ってきた。最
近では，2011 年 8 月 15 ～ 22 日にかけて，四川省雅安
市天全県大坪山及び四川省峨眉山市龍地鎮金川村での植
栽地の調査を行っている。今回，陝西省宝鶏市にて漆産
地の調査を行った。

2．調査結果
2017 年 7 月 26 日～ 29 日の日程において，調査地は，

①鳳県黄牛鋪鎮と②太白県靖口鎮の 2ヵ所の漆山へ行っ
た。

2.1　鳳県黄牛鋪鎮
2.1.1　漆山での調査
漆掻き現場に至る三盆河流域の谷間にはトウモロコシ
畑が多く存在し，畑・山道の表土は白っぽく，乾燥した

土が見られた。3人で漆掻きを行っている地域の調査を
行った。草刈りや，伐採などの人の手が入っている様子
は無いが，開けたところでは放牧が行われていたため，
道には度々牛糞が落ちていた。調査の漆山は，植栽され
たものではなく，種が落ち自生した木々であった。その
ため色々な樹種の中に漆樹が点在していた。また，調査
現場に行く道筋にも，漆樹（写真 1）が見られ，ほぼ山
腹斜面の中腹から沢沿いに集中していた。漆掻き現場付
近の雑木林は，落ち葉が堆積し，わずかに湿った褐色の
土壌が見受けられた。漆樹の生えている近くは，開けた
日当たりのよい所では胸の高さ程の下草で覆われ，周囲
の雑木が茂る所ではシダなどの背の低い草が生えてい
た。周囲の雑木が茂る所では，漆樹の樹高は 10 m 近く
に達していながら樹径は 15 cm から 20 cm のものが多
かった。雑木林の中であることもあり，下部の脇枝は失
われて，上部で葉を茂らせていた。樹皮は明るいグレー
で比較的ひび割れが少なく，地面から 1 m 以上の高さ
まで苔が蔓延っている木は殆どなかった。その中でも，
日当たりのいい所では，樹高 15 m 以上，地上から約
120 cm 部分における樹径は，30 cm 以上で，葉も旺盛
に茂った木も見られた。結実している木，していない漆
樹が入り混じっており，漆掻きが行われている漆樹には，
僅かに黄色く変色した葉がみられた。

2.1.2　キズのつけ方・大きさ
① 初めに，架子や枝を頼りに最も上にある傷に手の届
く位置まで木に登る（写真 2）。既に傷の周辺の荒皮（表
皮）は除去されていた。傷が延長されると予想される部
分及び，漆液の受け皿（中国語で漆茧。用語として最後
に説明を付記）を設置するための切込みが入る部分の荒
皮剥きは前もって行っていた。傷から表皮に零れて垂れ，
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④ 受け皿を取り付ける。漆刃を持ち替え，受け皿を取
り出し，受け皿の一部をひだのように折り込んで皿状に
し，折ったところを切れ込みに差し込んで固定する。

⑤ 地面に降り，一番下の傷まで作業が完了してから，
次の木に移動。二股になった一本の木に登り，13 カ所
に受け皿を取り付けて作業を終えるまでの時間は約 5分
20 秒であった。漆刃を入れ始めてから受け皿を取り付
け終えるまでの時間は平均で 16.8 秒だった。また受け
皿を付け終えて次の傷に漆刃を入れるまでの時間は平均
5.2 秒だった。
樹皮の断面から漆液が滲み出て，V字に沿って垂れ受
け皿に溜まる。1カ所の傷では，漆刃で傷を付け終えて
から，13 秒で漆液が傷から溢れ出して流れ，28 秒で受
け皿の中に到達した。粘度の高そうな漆液が出ていた。
受け皿を取り付けてから 2時間後に溜まったものを回収
するとのことであった。

2.2　太白県靖口鎮
この地域も 3人で漆掻きを行っていた。2-1 と同様に，
ここの漆山も，植栽されたものではなく，種が落ち自生
した木々であった。そのため，色々な樹種の中に漆樹が
点在していたことに加え，調査現場に行く道筋にも多く
の漆樹を散見した。道中，クルミの木も多くあり，見た
感じでは漆樹と同一に見えた。何年か前に漆掻きが行わ
れた跡がある木も見られた。漆掻きが行われたあと，新
たに胴吹き，或いは脇から萌芽して旺盛に成長し，2本
立ち，3本立ちのようになっているものも見受けられた。
そうしたものは節の数から見て 8～ 9 年でおおよそ 15 
m 以上になっていた。また，地面から 4～ 5 m の樹皮
に苔が付着している木が見られた。2-1 の調査地域より
苔の量が多く周辺の水分が多い可能性がある。また過去
の養生掻きの跡がある古い木において，全体的に樹皮に
黒っぽい付着物がみられる木が多かった。
調査現場は，前日の夜から朝にかけ雨が降り続き，か
なりぬかるんでいた。また，漆掻きの作業は前日の夜
11 時から出来ず，始めた時間が遅かった。漆掻きのテ
ント（写真 5）に到着後，測定しやすい 1本の木（写真 6）
を選び，掻き傷の測定を行った（表 1, 2）。

硬化した前回の漆液が除去されていない為，毎回は荒皮
を剥いていない可能性が高い。

② 次に，上から順に漆刃で傷を付け，受け皿を設置し
て行く。木の上で漆を掻く際は，予めどこに足をかけ体
を安定させるか概ね決まっており，その位置から作業す
るのに無理のない所に傷を配置していた。ひとつの足場
から複数の傷に手を伸ばし作業を行い，木の上での移動，
体勢を変えることが最小限になっていた。場所に応じて
右手でも左手でも漆刃及び受け皿を扱っていた。挙動に
無駄がなく，澱みなく作業が進行していた。

③ 漆刃を用いて傷を入れる。V字型の四角形になった
前回の傷の外側に刃を入れ，傷を拡幅するように樹皮を
切り落とす。V字型の四角形の傷の各辺（右下辺・右上
辺・左上辺・左下辺）に，計 4回刃を入れる。順番はそ
の時によって異なる。初めにVの下端に漆刃の下端を
あてて押し込むように刃を入れ，そのままVの上方に
むけて湾曲した漆刃を回転させるようにしてVの上端
まで断ち切る（写真 3）。

断ち切ったらそのまま素早く刃先で軽く抉るようにし
て，断ち切った樹皮片を除去する。刃を入れるとすぐに
漆液が滲み出てくるため，樹皮片に付着した漆液が無駄
にならないようにしていた。これを各辺に行う。切り落
とされた樹皮片（薄い表皮を含む内樹皮（師部））は幅
約 3 mm厚み約 6 mmであった（写真 4）。従って前回
の傷から約 3 mm外側を切り落としていると考えられ
る。
また，切り落とされた後の漆樹の幹の表面は形成層が
露出していることから，漆刃は形成層まで到達し，形成
層と内樹皮（師部）の境界面で内樹皮を剥離させている
と考えられる。
最後に（最初に行うこともあった）受け皿を差し込む
ための切れ込みに漆刃を入れる。切れ込みは前回の漆掻
きで受け皿を取り付けるために使用したものと同じだ
が，漆で塞がれているため入れ直していた。
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住宅地の中にあり，作成時に大きな音が出るため問題が
生じている。また，値段も高いため，中国国内では，ポ
リ袋に置き換わっている。今後 2, 3 年は問題ないが，将
来的には杉樽での出荷はできなくなると考えられる。輸
出においても，代替の容器としてポリ袋の使用が可能か
どうか，他の袋は使えるのかどうかを，輸送という観点
も踏まえて検討していく必要がある。

3．漆の分析
採取した漆の分析を行った。生漆をアセトンに溶解さ
せた状態は，普段購入する漆（以後購入漆と略す）の場
合と比較して非常に薄い色であった（写真 7）。最終的
なウルシオール・糖たんぱく質・ゴム質の割合を表 3 に
示す。

表 3．漆分析結果
揮発分 25.7%

ウルシオール 63.7%
糖たんぱく質 2.6%
ゴム質・酵素 8.0%

次に，粘度の測定を行った。測定はE型粘度計で行っ
た。購入漆の場合，粘度は 1947 mPa·s であったが，今
回の採取した漆の場合 987 mPa·s となり，約半分程度で
あった。過去の記録と比較すると，同程度の粘度のデー
タも多くあり，妥当性はある。おそらく，時間の経過と
ともに粘度が上昇し 2倍程度まで達すると考えられる。
採取した漆の乾燥時間の測定を行った。乾燥条件は，
20 ℃ / 80%，20 ℃ / 70%で行った。20 ℃ / 80%の場合，
指触乾燥時間は 2時間であり，完全乾燥時間は 7.7 時間
であった。また，20 ℃ / 70% の場合，それぞれ 3.4 時間，
11.4 時間であった。
得られた採取漆塗膜の測定を行った。ヘーズ・全光線
透過量（Tt）・光沢を測定した。それぞれの結果を表 4
に示す。乾燥は上述の条件で行った。ヘーズの値は
20 ℃ / 80%，20 ℃ / 70%共に約64程度であった。一方，
Tt の値は 20 ℃ / 80% の場合 11.4 であったのに対し，
20 ℃ / 70% の場合 24 と 2 倍程度の値となった。また，
光沢を比較すると，20 ℃ / 80% の方が 20 ℃ / 70% よ
りも 2倍程度となり，39.3 の値を示した。

表 1．今年の漆掻きキズの測定

No 高さ
（cm）

大きさ
（横 × 縦）
（cm）

1 43 12.5 × 5.5
2 178 15.0 × 5.5
3 300 12.5 × 5.7
4 380 12.5 × 5.8

表 2．過去の漆掻きキズの測定

No 高さ
（cm）

大きさ
（横 × 縦）
（cm）

1 53 14.0 × 5.5
2 87 15.0 × 5.0
3 137 16.0 × 6.0
4 154 15.0 × 5.0

2.3　調査全般
2.3.1　採取量について
1日あたり1本の漆の木から40 g採取すると考えると，
1日あたり 60 本の木から 2.4 kg 採取する。これを 12 日
行うと，28.8 kg となる。1 シーズンで 7 回サイクルを
回すとすると，201.6 kg となり，これが 1人あたりの 1
シーズンの採取量となる。

2.3.2　漆掻きの問題
漆の値段は，前年度の状態を見ながら，旧正月後に決
定される。去年は，漆掻きの人数が減ったため，漆の収
穫量が少なく，今年の漆の値段が上がった。そのため，
漆掻きの人数が増え，収穫量の増加につながるため，来
年度は，漆の値段が安くなると予想される。一方で，漆
の値段により，漆掻きをするか，出稼ぎにでるかを決め
る人が多いため，漆掻きにおける技術の低下が問題とな
りつつある。実際に，3日目の漆掻きの 1人は，10 年間
漆掻きをやった後に，一時期出稼ぎで離れた後に，今年
から戻ってきた人であったが，貝殻を使うなど道具も古
く，採取量も他の人と比べて半分程度となっていた。

2.3.3　漆出荷に関する問題
漆を入れる 25 kg 樽は伝統的に杉材で作られている
が，中国内における環境保護の観点から，杉材に対する
規制が年々厳しくなり手に入りにくい。樽を作る工場は
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表 4．塗膜の物性評価
乾燥条件 ヘーズ Tt 光沢
20 ℃/80% 63.5 11.4 39.3
20 ℃/70% 64.7 24.0 15.5

4．ま と め
今回，短期間ではあるが，実際の中国の漆掻き方法な
どを間近に見ながら調査できた。また，現状の問題点を
含め，将来対応すべき点も見出すことができた。これは，
中国漆の植栽に始まり，漆掻き，漆の保存，品質，輸入
状況について，それぞれの専門家を交えながら，一連の
流れを把握した結果であるといえよう。加えて，漆につ
いての分析を行うことで，新たなデータを加えることが
できた。
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6．用　　語
漆茧（漆澗）：木から染み出た漆液を溜めるための合
成樹脂製の受け皿。クリアファイルのような質感。葉っ
ぱのような形状。長さ 15 cm，幅 7.5 cm。
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写真 7．アセトンに溶解させた状態

写真 1．散在する漆樹 写真 2．漆掻きの様子

写真 3．V字に傷をつけた状態 写真 4．切り落とされた樹皮片

写真 5．漆採取のテント

写真 6．測定した木


